
園名　　吹田市立はぎのきこども園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

評価結果の表示方法

A・・・十分達成されている。　　　　　B・・・達成されている。　　　C・・・取り組まれているが、成果が十分でない
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職員の資質向上 B

安心・安全 A

令和4年度　幼保連携型認定こども園自己評価    　　　　　　

認定こども園法第23条において、「幼保連携型認定こども園における教育及び保育並びに子育て支援事業
の状況、その他の運営の状況について評価を行い、その結果に基づき幼保連携型認定こども園の運営の改善
を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない」ことが明記されています。このことに基づき、公立
幼保連携型認定こども園では毎年自己評価を実施しております。評価の結果を踏まえ、よりよい教育・保育に
向けた、改善や充実に取り組んでまいります。

園目標

こころゆたかに　たくましく
　　―出会い　認め合い　育ちあいー

D・・・取り組みが不十分である。

自己評価項目 評価内容

怪我・事故等の振り返りを大事にし再発防止に努めた。散歩
マニュアルを新たに作成した。

保育理念
全職員で人権の学習を行い、一人ひとりを尊重した教育・保
育を行った。

こどもの発達援助
子供の思いに寄り添い、ともに遊びを作り楽しい経験を積み
重ねた。

保護者との連携 保護者の思いに寄り添い丁寧な対応を心掛けた。

地域との連携 対面での地域事業を実施し、地域の方々との交流をもった。

運営・管理、社会的責任 職員会議で意見を出し合い民主的な運営に努めた。

自己研鑽と研修での学びを共有した。

今年度の評価

安心・安全な保育
コロナ禍の中、健康状態を把握し日々健康管理に努め運営した。季
節ごとの行事も感染症対策をしながら工夫して開催し、楽しい経験を
大事に教育・保育を行った。

来年度の目標

安心・安全な保育
子供を主体とした生活づくりと遊び


